
平成２９年度  昭島市立拝島第一小学校経営方針 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学  年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合計 

児
童
数 

男 子 ６９ ５０ ６８ ６０ ５４ ４７ ３４８ 

女 子 ５３ ５９ ５１ ４１ ４８ ５３ ３０５ 

合 計 １２２ １０９ １１９ １０１ １０２ １００ ６５３ 

校  長 西 尾  克 人 5 年３組 菊 地  佑 典  学習支援員 中 島  尚 子 

副 校 長 鵜 川  雅 行 6 年 1 組 津 山   稚 恵  学習支援員 諸 伏   初 音 

1 年 1 組 〇大澤  由紀子    ２組 山 田  真 弘  学習支援員 青 木  浩 介 

２組 〇岡田  英里香    3 組 木 村  勇 大  図書支援員 二 科  智佳子 

３組 三 上   結  算数少人数 ◎馬場  健太郎  図書支援員 高 橋  喜 美 

   4 組 小野寺  裕子  音   楽 山 本  藍  都 事 務 有 井  芳 美 

２年１組 〇滝 澤  一 弥 図   工 山 崎  由 佳  都 事 務 秋 山  和 良 

   ２組 徳 増 智 子  理  科等 佐々木  絵理  市 事 務 迫    恵利子 

３組 〇土 田   征 宏  養   護 〇中 村  朱 実  用務主事 小 島  正 人 

４組 〇佐 藤  陽 子  非常勤教諭 岡 本   裕 行 用務主事 井 上  和 亮 

３年１組 〇那須  由香里  特別支援教室専門員 齋 藤   恵 子 給食配置員 石 川  妙 子 

２組 〇蒲 生  友 作  時間講師  池 田 美穂子 給食配置員 橋 田  晴 代 

   3 組 川 島  圭 太  時間講師  中 村  理 奈 給食配置員 河 野  千 明 

４年１組 
窪 田  祐 子  

中 野  博 方  

時間講師  大 迫 沙耶花 警 備 員 石 坂  政 晶 

時間講師  安 芸  美 樹 警 備 員 中 島  祥 隆 

  ２組 〇鈴木  裕美子  外国語活動 マイク・トンプソン 警 備 員 北 野  靖 弘 

   3 組 〇田 澤  直 子  ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 笠利  まな 警 備 員 杉 浦  新 吾 

５年１組 石 鍋  雅 也  学習支援員 大 澤  眞 弓   

  ２組 ◎見 米  葉 記  学習支援員 熊 谷  春 江   

（平成２9 年 4 月 12 日現在） 児童数と職員組織 

○やさしく（徳） ○強く（体） ◎よく考え（知）、手をつなぐ拝島の子供（◎は重点目標） 

教育目標 統合により多くの出会いをしました。その出会いを
大事にして、和を尊ぶ姿を描いた教育目標です。 「集中」と「選択」によるオンリーワンの学校 

集中と選択① 

昭島市研究指定校として、ユニバーサルデザインの教育活動を行います 

全ての子供にとって望ましい学びができるように教育実践をデザイン

して、子供の学習の権利を保障する教育システムです 

より多くの子供がわかる授業づくりを目指す 

子供の多様性尊重事業 …特別支援教室等の活用（都の指定） 

集中と選択② 

集中と選択③ 語彙力を向上させ、学力の向上をめざし、子供の未来を切り拓く力を付けます 

俳句・短歌の作成、詩の暗唱を励奨するとともに読書量の確保をしていきます。 

 語彙力は、ことばの意味を推論し、自分で考える能力であり、それとともに、新しい概念を学び、概
念の体系を構築していく能力です。 

「はきはき」とした、「わくわく」とした、「のびのび」とした
子供が育つ学校にしていきます。 

いつでも、どこでも、誰にでも、自分の考えをはきはきと伝え、学

ぶ拝一っ子 

『はきはき』…学力向上 

わくわくと、子供が明るい笑顔で明日も学校に行きたいと思い、

自分のよさ・自分の活躍できる場を見つける心をもつ拝一っ子 

『わくわく』…心の醸成 

のびのびとした自分らしさを自覚し、一人一人が活躍できる運

動・遊びを含めた活動・学習ができる拝一っ子 

『のびのび』…体力・健康 

◎主幹教諭   〇主任教諭 

集中と選択① 

子供へのメッセージ 

誰もが、得意なことをもっています。子供の自分らしさを

見つけ、伸ばす学校でありたい。自分らしさを素直に表現

できる学校でありたいと思います。 

予測不能な時代で、心を育てるために 

「人間は人間の中で育
つ、人間は人間によっ
て人間になる」 

「人間は、させられるのでは
なく、自ら実践すること
で成長できる」 

「大きな感動は、人間とし
ての生き方を変え、 
成長を促す」 

仲間体験 本物体験 感動体験 

豊かな心を醸成する体験活動の工夫（縦割り班活動、栽培活動、地域の方との交流） 

・自分で実践する意義 

・専門家に学ぶ意義 

・プロを実感する意義 

・すごい！と驚く体験の意義 

・「美しいもの」に接する意義 

・前向きな生き方に学ぶ意義 

・学級で、話し合う意義 

・共に活動を行う意義 

・友と協力する意義 

 

語彙力を付けることは、子供の生活を豊かにし、学力向上につながり、子供の夢・願いを咲かせる源になります。

す！ 

 

体験活動の重視 

特別支援教室の様子 

タブレットで動画を撮り、 

一人一人の課題を焦点化 
グループで考えを共有化 

視覚化・焦点化・共有化の３つの視点で！ 

学習の仕方を視覚化 


